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公平な普及 再現性の向上

学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセス

学術論文及び根拠データの
即時OA化

再現性のある
研究データの公開

インセンティブと報酬

NII研究データクラウドをハブとするOA加速化基盤の整備 

研究成果の再現性と信頼性を
実現する機能

研究成果の公平な普及
を支援する機能

即時OA活動に
インセンティブを与える機能

即時OA機能の相互運用性を確保する認証機能

論文と根拠データの公開?
それを即時に?? 無理で
しょ。なんとかして!!!!

再現性や信頼性を
どう担保？？単に公開す
るだけじゃだめなの？
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NII RDCをハブとするOA加速化基盤の整備



NII RDCをハブとするOA加速化基盤の整備 

研究成果の
再現性を

確保する機能

GakuNin RDMと連携し
た根拠データの管理・
公開機能の高度化

研究成果の
公平な普及を
支援する機能

論 文 の グ リ ー ン OA
促進支援機能の高度
化

即時OA活動に
インセンティブを

与える機能

エビデンスに基づい
たポリシー・戦略の
策定を支援するモニ
タリング機能の整備

即時OA機能の
相互運用性を

確保する認証機能

研究者による積極的
な参画を実現する高
セキュアな認証基盤
の整備

４つの柱で構成されるOA加速化基盤で即時OAを強力に推進
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実施内容



研究成果の
公平な普及を
支援する機能

論文のグリーンOA
促進支援機能の

高度化を実施
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図書館員による即時OA業務をサポート

論文および根拠データ登録に係る業務を省力化

メタデータの
登録を支援

OA進捗状況の
管理を支援

進捗確認により機関としての責務履行を支援

OA進捗状況確認機能

OAアシスト機能



研究成果の
公平な普及を
支援する機能

論文のグリーンOA
促進支援機能の

高度化
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研究者による即時OA義務対応をサポート

研究成果の
再現性を

確保する機能

GakuNin RDMと連携し
た根拠データの管理・

公開機能の高度化を実施

研究者と図書館員との作業負担を最適化

必要最低限の
メタデータを入力

研究開始から成果公開までの包括的な即時OA支援を実施

論文

根拠
データ

isSupplementTo

研究
データ

inSeries

isSupplementedBy

isPartOf

リンクを作成

不足メタデータを
補完



即時OA活動に
インセンティブを

与える機能

エビデンスに基づいたポ
リシー・戦略の策定を
支援するモニタリング

機能を整備
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機関の研究力を発信

日本版オープン
サイエンスモニタ

機関としての研究成果を国際比較可能な形で可視化

即時OA活動のインセンティブとなり
即時OAのプロモーション活動を強力支援

CiNii Research機関
向けダッシュボード

83 88

研究成果を可視化

試用版
利用申込



即時OA機能の
相互運用性を

確保する認証機能

研究者による積極的な
参画を実現する

高セキュアな認証基盤を
整備
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相互運用性の確保により利便性を向上

学認によりNII RDCの各サービスの認証連携を実現

学認対応IdPホスティングサービスによる機関の支援を実施

実証実験2024追加募集案内URL
https://www.gakunin.jp/node/754

シングル
サインオン

IdPホスティング
サービス

https://www.gakunin.jp/node/754
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即時OAを実現するために
どうするのがよいか

みんなで考えていきましょう

どうせやるなら、
やってよかったという世界になるよう

みんなで頑張りませんか？
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